
プログラム

17:10～18:15

18:15～18:30 授賞式／閉会挨拶／次回大会長より

特別講演

9:05～9:55 一般演題 1 1-1～1-4

12:10～13:30 昼食 12:20～13:30 世話人会

9:00～9:05 開会挨拶／大会長より

五十嵐啓 (University of California)

「Comfortable zoneを越えてゆけ！」

座長：間宮隆吉 （名城大学薬学部）
佐藤元 （明海大学歯学部）

15:45～16:55

海外研究者シンポジウム

神垣司 (Nanyang Technological University)

「米国西海岸から南国シンガポールへの研究移住譚」

原山武士 (CNRS Université Côte d’Azur)

「膜脂質代謝のルールを超えてゆけ！」

座長：吉川圭介（埼玉医科大学医学部）

10:10～11:00 一般演題 2 2-1～2-4

11:15～12:10 一般演題 3 3-1～3-4、フラッシュトーク

13:30～14:20 一般演題 4 4-1～4-4

14:35～15:25 一般演題 5 5-1～5-4

Zoomによるオンライン講演

座長：古賀浩平 （兵庫医科大学医学部）
吉村武 （大阪大学連合小児発達学研究科）

座長：歌大介 （富山大学学術研究部薬学）
荒田晶子 （兵庫医科大学医学部）

座長：藤川理沙子 （九州大学大学院薬学研究院）
高橋純平 （東京理科大学薬学研究科）

座長：橋本恵 （お茶の水女子大学お茶大アカデミック・プロダクション）
山本将大 （国立国際医療研究センター研究所）

座長：吉川圭介（埼玉医科大学医学部）



プログラム 
 

9:00～9:05 開会挨拶                   大会長：吉川 圭介 (埼玉医大) 

  

9:05～9:55 一般演題 1    座長：間宮隆吉（名城大）、佐藤元（明海大） 

 

1-1 神経細胞の増殖・分化におけるオーファン受容体 GPR137の機能解析 

◎山岸杏 1,2、岩佐健介 1、山本梓司 1、春田力 1、丸山敬 1、吉川圭介 1 

1 埼玉医科大学 医学部 薬理学、2埼玉医科大学 保健医療学部 臨床検査学科 学部 3 年 

 

1-2 Length impairments of the axon initial segments in rodent models of attention deficit 

hyperactivity disorder 

◎Xiaoye Tian1, Noriyoshi Usui1,2,3, Wakana Harigai1, Ko Miyoshi1, Koh Shinoda4, Junya Tanaka5,  

Shoichi Shimada1,2,3, Taiichi Katayama1, Takeshi Yoshimura1 

1阪大・院連合小児、2阪大・院医・神経細胞生物、3大阪精神医療センター・こころの科学 

4山口大・院医・神経解剖、5愛媛大・院医・分子細胞生理学 

 

1-3 若年期における拘束負荷モデルマウスに対するフルボキサミンの効果 

◎福田史歩 1、小林貴幸 1、西島宏紀 1、中村優介 1、東方優大 1、青木亮憲 2、 

古川恵 2、日塔武彰 1、出雲信夫 1,3 

横浜薬科大学 1薬物治療学研究室、2薬学教育センター、3総合健康メディカル研究センター 

 

1-4 女神散はセロトニン神経系を介して卵巣摘出モデルマウスの運動量低下を改善する 

◎青木亮憲 1、古川恵 1、長嶋大地 1,4、石橋雪子 2、出雲信夫 3, 4 

横浜薬科大学 1薬学教育センター、2薬物解析学研究室、3薬物治療学研究室、 

4総合健康メディカル研究センター 

 

10:00～10:10 休憩 

 

10:10～11:00     一般演題 2       座長：古賀浩平（兵庫医科大）、吉村武(大阪大) 

 

2-1  プログラニュリン欠損マウスにおけるミクログリア活性を介した神経変性誘発機構の解明 

       ◎橋本恵、Eric J Huang 

    お茶の水女子大学アカデミック・プロダクション、UCSF 

 

2-2  老化促進モデルマウス SAMP8における認知機能発生機構 

       ◎藤井愛、後藤真里、片桐沙紀、内海優里、宮本泰則、橋本恵 

       お茶の水女子大学ヒューマンライフサイエンス研究所 

 

2-3  5-アミノレブリン酸はマウスの認知機能を亢進させる 

◎小宮素良、高橋純平、古賀愛理、山田大輔、斎藤顕宜 

東京理科大学 薬学部 薬理学研究室 



2-4  内因性オキシトシンの活性化及び分泌抑制は認知機能に影響を与える 

     ◎高橋純平 1、長野和佳菜 1、山田大輔 1、佐野良威 2、古市貞一 2、斎藤顕宜 1 

       1東京理科大学 薬学部 薬理学研究室、2東京理科大学 理工学部 分子神経科学研究室 

 

11:00～11:15 休憩 

 

11:15～12:10     一般演題 3 座長：橋本恵（お茶の水女子大）山本将大（国際医療センター） 

 

3-1  TRPA1の中枢神経に対する作用 

       ◎辻村拓也、垂水千紘、古賀浩平、荒田晶子 

兵庫医科大学 生理学・生体機能部門 

 

3-2  マウス高所ストレス下における前帯状回のシナプス可塑性 

       ◎川端遼 1,2、藤田あゆみ 2、矢尾育子 1、古賀浩平 2 

1関西学院大学院大学 理工学研究科生命医化学専攻 
2兵庫医科大学 生理学神経生理部門 

 

3-3  恐怖記憶の消去促進作用及び再固定化阻害作用に対する 

選択的δオピオイド受容体作動薬 KNT-127の影響 

◎河南絢子 1、山田大輔 1、白方基揮 1、栁澤祥子 1、畠山梓摘 1、梶野景太 2、斉藤毅 2、 

長瀬博 3、斎藤顕宜 1 
1東京理科大学 薬学部 薬理学研究室、2筑波大学 数理物質系 化学域 製薬化学分野 

3筑波大学 

 

3-4  アトピー性皮膚炎モデルマウスを用いた脊髄後角における痒み情報伝達機構の解明 

     ◎松田康佑 1, 山田果琳 1, 澤幡雅仁 2, 久米利明 2, 歌大介 2 

1富山大学医学薬学教育部応用薬理学研究室 
2富山大学学術研究部薬学・和漢系 応用薬理学研究室 

 
フラッシュトーク 1 全身性自己免疫疾患におけるプログラニュリンの機能解明 

      ◯坂井志穂 

お茶の水女子大学理学部生物学科 4年 

 

フラッシュトーク 2 外傷性脳損傷におけるアストロサイトを介したビトロネクチンの神経保護作用 

      ○小林寛乃 

お茶の水女子大学理学部生物学科 4年 

 
12:10～13:30 昼食 

 
 

 

 



13:30～14:20     一般演題 4       座長：歌大介（富山大）、荒田晶子（兵庫医科大） 

 

4-1  デキストラン硫酸ナトリウム誘発性大腸炎モデル動物におけるうつ様行動の解析 

       ◎齋藤いまり 1, 國澤和生 1, 岡田幸奈 1, 田辺萌夏 1, 河合智貴 1, 小菅愛加 1,  

齋藤邦明 2,3,4, 鍋島俊隆 3,4, 毛利彰宏 1,4 
1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野 

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野 
3藤田医科大学・大学院保健学研究科・健康医学創造共同研究部門 

4 NPO法人医薬品適正使用推進機構 

 

4-2  髄鞘異常は社会的敗北ストレスによるうつ様行動の遷延化に関与する 

      ◎鏡味明利 1, 國澤和生 1, 飯田翼 1, 菅原侑実香 1, 河合智貴 1, 小菅愛加 1, 

齋藤邦明 2,3,4, 鍋島俊隆 3,4, 毛利彰宏 1,4 
1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野 

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野 
3藤田医科大学・大学院保健学研究科・健康医学創造共同研究部門 

4 NPO法人医薬品適正使用推進機構 

 

4-3  スクロース摂取が与える慢性的予測不能軽度ストレスによるうつ様行動への影響 

      ◎坂田昂駿 1, 毛利彰宏 1,4, 國澤和生 1, 小川蒼生 1,長谷川眞也 1,山岸周平 1,西川貴也 1, 

竹村正男 2,4,松波英寿 5,齋藤邦明 2,3,4, 鍋島俊隆 3,4 

1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野 

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・健康医学創造共同研究部門 
3藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野 

4 NPO法人医薬品適正使用推進機構、5健康科学リソースセンター 

 

4-4  うつ病モデル動物を用いた超音波曝露による情動行動への影響 

      ◎山内つぐみ 1,2、吉岡寿倫 1、山田大輔 1、濱野匠 1、公木彩夏 1、入山聖史 3、吉澤一巳 4、 

市川寛子 2、西野彰一 5、宮崎智 6、斎藤顕宜 1 
1東京理科大学 薬学部 薬学科 薬理学研究室 

2東京理科大学 理工学研究科 応用生物科学専攻 心理学研究室 
3東京理科大学 理工学部 情報科学科 量子情報力学研究室 

4東京理科大学 薬学部 薬学科 疾患薬理学研究室、5株式会社フジミック 
6東京理科大学 薬学部 薬学科 生命情報科学研究室 

 
14:20～14:35 休憩 

 

 

 

 

 

 



14:35～15:25     一般演題 5       座長：藤川理沙子（九州大）、高橋純平（東京理科大） 

 

5-1  ペンチレンテトラゾール誘発てんかん発作におけるトリプファン代謝の関与 

      ◎西川貴也 1, 毛利彰宏 1,4, 國澤和生 1，長谷川眞也 1,山岸周平 1, 坂田昂駿 1，齋藤邦明 2,3,4,  

鍋島俊隆 3,4 
1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野 

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野 
3藤田医科大学・大学院保健学研究科・健康医学創造共同研究部門 

4 NPO法人医薬品適正使用推進機構 

 

5-2  若年期でのアルコールの大量摂取はオリゴデンドロサイトの分化異常を招き、 

行動異常を誘発する 

◎吉富航洋 1、國澤和生 1、菅原侑実香 1、齋藤邦明 2,3,4、鍋島俊隆 3,4、毛利彰宏 1,4 

1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野 

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野 
3藤田医科大学・大学院保健学研究科・健康医学創造共同研究部門 

4 NPO法人医薬品適正使用推進機構 

 

5-3  脱髄モデルマウスにおける膜貫通型糖タンパク質の発現解析 

      ◎今勇貴 1, 國澤和生 1, 吉富航洋 1, 小菅愛加 1，齋藤邦明 2,3,4, 鍋島俊隆 3,4,  

毛利彰宏 1,4 
1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野 

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野 
3藤田医科大学・大学院保健学研究科・健康医学創造共同研究部門 

4 NPO法人医薬品適正使用推進機構 

 

5-4  胎生期バルプロ酸曝露による自閉スペクトラム症モデルマウスに対するニコチンの作用 

       ◎不破武弥１,倉橋仁美１, 國澤和生１, 齋藤邦明 2,3,4, 鍋島俊隆 3,4, 毛利彰宏 1,4 

１藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野 
２藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野 

３藤田医科大学・大学院保健学研究科・健康医学創造共同研究部門 
４ NPO法人医薬品適正使用推進機構 

 

15:25～15:45 休憩 

 

 

 

 

 

 

 

 



15:45～16:55 海外研究者のシンポジウム 座長：吉川圭介（埼玉医科大） 

 

S-1   米国西海岸から南国シンガポールへの研究移住譚 

神垣 司 (Nanyang Technological University, LKC Medicine) 

 

S-2   膜脂質代謝のルールを超えてゆけ！ 

原山 武士 (CNRS Université Côte d’Azur) 

 

16:55～17:10 休憩 

 

17:10～18:15 特別講演         座長：吉川圭介（埼玉医科大） 

 

SL-1  Comfortable zone を超えていけ 

五十嵐 啓 (University of California, Irvine) 

 

18:15～18:30 優秀発表賞授賞式／閉会挨拶／次回大会長挨拶 

 

世話人会 

12:20～13:30 会議室にて行います。 

 

 

 

 


